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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年５月２７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 衝突（岩） 

発生日時 令和７年６月３日 ０３時３０分頃 

発生場所 兵庫県姫路市大
おお

コ島西岸 

 坊勢
ぼ う ぜ

西ノ浦西５号防波堤灯台から真方位１５２°１.０海里（Ｍ）

付近 

 （概位 北緯３４°３８.１′ 東経１３４°３１.８′） 

事故の概要  漁船共栄
きょうえい

丸は、南東進中、大コ島西岸の岩に衝突した。 

 共栄丸は、船長が負傷し、船首部に破損が生じた。 

事故調査の経過  令和７年６月４日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 共栄丸、１２トン 

 ＨＧ２－５５２０（漁船登録番号）、個人所有 

 １６.１０（Lr）ｍ×３.９３ｍ×１.４５ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、５４０.００kＷ、平成１０年１０月１８日 

 第２６０－４９８７２号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 ７８歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５１年７月３１日 

  免許証交付日 令和２年８月１２日 

         （令和８年２月２３日まで有効） 

 死傷者等 重傷 １人（船長） 

 損傷 船首部に破損（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 写真１ 本船（船長が所属する漁業協同組合（以下「漁協」とい

う。）提供） 
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 気象・海象 気象：天気 雨、風向 東、風力 ２、視程 約１㎞ 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 上げ潮の末期 

 事故の経過 本船は、網船２隻と共にしらす
．．．

船びき網漁に従事する運搬船であ

り、船長が１人で乗り組み、法定灯火を表示し、令和７年６月３日 

０３時２０分頃、播磨
は り ま

灘航路第４号灯浮標付近の漁場（以下「本件漁

場」という。）に向け、姫路市坊勢漁港の船だまりを出航した。 

漁協は、しらす
．．．

船びき網漁の操業時間を０４時３０分から０９時 

００分までと定めていた。 

３日は、１００隻を超える僚船が、操業開始時間に合わせ、０３時

頃から播磨灘の漁場に向けて坊勢漁港を一斉に出航していた。 

船長は、操舵室中央部の操縦席に腰を掛け、ＧＰＳプロッターを作

動させ、降雨によって視界が低下していたので、操舵室前面の旋回窓

を作動させ、同窓から前方を見通しながら、手動操舵によって漁港内

を低速力で操船した。 

（写真２、図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

    写真２  本船の操縦席から前方の見通し状況（晴天時） 

 

船長は、本船にレーダーを装備していたものの、漁場との往復に慣

れていたので、レーダーを作動させていなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漁協提供 
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       図１ 事故発生経過概略図 

 

船長は、５月から１１月まで行われるしらす
．．．

船びき網漁の目的で本

件漁場に向かう際、漁港を出た後、次の要領で操船していた。 

(1) 約１２Ｍ南東方が表示されるように設定したＧＰＳプロッター

画面（この縮尺では大コ島は表示されない。以下「本件プロッ 

ター画面」という。）で本件漁場を確認する。 

(2) 右舷方の養殖施設まで十分な距離を隔て、前方の大コ島の島影

を目視しながら大コ島の西方至近を通過する進路とする。 

(3) その際、ほぼ一直線に連なって先行する僚船群の最後尾の船尾

灯を目標とし、同船を追うように操船する。 
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(4) 大コ島を左舷方３０～４０ｍに見て通過した後、本件プロッ 

ター画面で進路を確認しながら本件漁場に向かう。 

 船長は、漁港を出て本船の南東進を開始する際、大コ島西方に向け

て先行する僚船群の船尾灯が南東方に連なっているのを視認した。そ

の中の最後尾で、２００～３００ｍ前方を航行する僚船（以下「僚船

Ａ」という。）の船尾灯（以下「本件船尾灯」という。）を追いなが

ら、右舷方の養殖施設まで数十ｍを隔て、約２０ノットの対地速力で

操船した。 

船長は、降雨によって大コ島の島影が視認できなかったものの、本

件船尾灯がはっきりと見えていたので、ふだんどおり僚船Ａを追いな

がら操船すれば、大コ島西方沖を安全に通過できると思い、ＧＰＳプ

ロッター画面を拡大表示しないまま操船していた。 

 船長は、本件船尾灯に意識を集中して操船していたところ、突然衝

撃を受け、操縦席から前方に跳ばされて操舵室前面の窓に額を打った

後、床に倒れた。立ち上がって主機操縦レバーを中立とし、周囲を見

渡したところ、本船が大コ島西岸の岩に衝突していることが分かっ

た。 

船長は、自身が額から出血し、本船の船首部が破損していたものの

他に損傷や浸水がなかったので、自力航行が可能であると判断した。

そして、先に出航していた網船の船長に電話し、本事故が発生したの

で帰航する旨を伝えた。 

 船長は、主機操縦レバーを操作して岩から離れ、反転して低速力で

坊勢漁港に向かった。 

 船長は、坊勢漁港に到着し、知人が所有する造船所の桟橋に本船を

係留した。その後、知人の車で消防署に行き、救急艇で医療センター

に搬送され、約２か月間の入院及び通院加療を要する頸
けい

椎
つい

椎体骨折、

頸椎棘
きょく

突起
と っ き

骨折及び右前額部挫創等と診断された。 

 消防署の担当者は、本事故の発生を海上保安庁に通報した。 

 その他の事項 (1) 船長の操業経験に関する情報 

１６歳から漁師となり漁船に乗り組んだ。底びき網漁に従事し

た後、５８歳頃から船団を組んでしらす
．．．

やいかなご
．．．．

の船びき網漁

を始め、本事故発生まで運搬船の船長職をとっていた。 

(2) 船長の本事故発生場所付近の航行経験に関する情報 

ふだん、坊勢漁港から本件漁場までの経路の往復を１人で操船

しており、本事故発生場所付近の航行経験が豊富であり、操船に

慣れていた。 

(3) 船長のふだんの航海計器の使用に関する情報 

ＧＰＳプロッター画面を３Ｍ前方が表示されるように拡大すれ

ば、大コ島が表示されることを知っていたが、本事故発生場所付

近は何度も操船しており、大コ島の位置も知っていたので、本件
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プロッター画面に設定して使用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

(1) 船長は、降雨の影響で視界不良の状況下、旋回窓から前方を見

通しながら操船していたことから、前方の大コ島の島影を視認で

きなかったものと考えられる。 

(2) 船長は、大コ島の島影を視認できなかったものの本件船尾灯を

視認できたことから、本件船尾灯に意識を集中し、ふだんどおり

僚船Ａを追いながら操船していたものと考えられる。 

(3) ふだん、本船が大コ島を通過する際の本船と同島との離隔距離

は３０～４０ｍであったが、本事故当時は雨天で、かつ、夜間で

あったことから、船長は、目視で本船と同島との離隔距離が十分

に確保できているか確認することが困難であったものと考えられ

る。 

(4) 船長は、ふだんどおり僚船Ａの船尾を追って操船すれば、大コ

島西方沖を安全に通過できるものと憶断し、本件プロッター画面

を拡大して大コ島を表示させたり、レーダーを作動させたりして

同島及び船位を確認しなかったことから、本船の進路が僚船Ａの

進路より大コ島西岸に寄っていることに気付かなかったものと考

えられる。 

(5) 船長は、本事故発生場所付近を何度も操船しており、大コ島の

位置も知っていたことから、自身の操船技術を過信し、航海計器

を適切に使用する習慣がなかったものと考えられる。 

(6) (1)～(5)から、船長は、大コ島西岸に接近していることに気付

かず、本船は、南東進中、大コ島西岸の岩に衝突したものと考え

られる。 

原因  本事故は、夜間、本船が僚船Ａを追いながら大コ島北西方沖を南東

進中、船長が、降雨の影響で同島を視認できない中、レーダー及びＧ

ＰＳプロッターを適切に使用して同島及び船位を確認しなかったた

め、本船が同島西岸に接近していることに気付かず、本船が同島西岸

の岩に衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・小型船舶の船長は、浅瀬等の近くを航行させる場合、付近を航行

する他船の動静に頼ることなく、レーダーやＧＰＳプロッターを

適切に使用して船位を正確に確認すること。 

・船長は、船舶事故が発生した場合、速やかに海上保安庁に通報す

ること。 
 


